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TOKYO URBAN LIFE2007

企画実施書

平成19年4月

TOKYO URBAN LIFE2007 実行委員会

財団法人店舗システム協会 特別協力 産経新聞社

（案）
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はじめに

成熟社会と言われて久しい状況の中で、日本の都市にはあらゆるモノがあふれ
かえっています。都市に暮らす生活者にとって、これまでは安心・安全を反映した
家づくりというハード面を重視するあまり、ライフスタイルを反映した住まいづくりと
いうソフト面を軽視しがちではなかったでしょうか？
生活者一人ひとりの願いである「自分らしい暮らし方」をどう手に入れるか。そんな
期待に産業界がどう応え、提案していくか。
財団法人店舗システム協会と産経新聞社は、そんなことを考え創造するイベント
『ＴＯＫＹＯ ＵＲＢＡＮ ＬＩＦＥ ２００７』を開催いたします。

生活者（暮らし手）、それをサポートするプロ集団、欲しいモノを作り出す企業が一
堂に集い、さまざまな手法による情報交換を通じて市場を活性化させていこうという
ＢｔｏＣ指向のイベントで、六本木、青山、銀座など都内の約１０カ所を会場に、参加
者の期待をふくらませる数々の催しを展開していきます。
是非、本企画の提案をご賢察の上、ご協賛いただけますよう何卒よろしくお願い
申し上げます。



3

企画概要 （一部申請中）

≪タイトル≫
TOKYO URBAN LIFE2007
≪開催時期≫
2007年11月3日～11月16日
≪主催≫
ＴＯＫＹＯ ＵＲＢＡＮ ＬＩＦＥ 2007実行委員会
財団法人店舗システム協会
≪特別協力≫
産経新聞社

≪後援≫
内閣府 経済産業省 日本経団連
ＪＥＴＲＯ 日本商工会議所
東京都

≪協賛≫
インテリア産業協会 他41団体
※昨年実績

≪協力≫
サンケイリビング新聞社 他
≪エリア≫
六本木、青山、銀座、日本橋、新宿、大手町、
代官山、渋谷、恵比寿、中目黒を予定

社団法人日本建築家協会 財団法人日本情報処理開発協会
日本小売業協会 社団法人日本インテリアデザイナー協会
社団法人インテリア産業協会
有限責任中間法人日本インテリアプランナー協会
社団法人日本商環境設計家協会 LED照明推進協議会
社団法人日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会 キッチン・バス工業会
社団法人日本建築士会連合会 社団法人日本建築士事務所協会連合会
社団法人日本建築美術工芸協会

社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会
社団法人リビングアメニティ協会 社団法人国際家具産業振興会
社団法人日本オフィス家具協会
社団法人日本ディスプレイデザイン協会 社団法人東京建築士会
社団法人ニューオフィス推進協議会 日本壁装協会
日本木材青壮年団体連合会
日本フリーランスインテリアコーディネーター協会
株式会社リビング・デザインセンター
社団法人国際観光施設協会 社団法人日本インテリアファブリックス協会
中間法人日本増改築産業協会 社団法人日本フラワーデザイナー協会
社団法人園芸文化協会 IIDA（国際インテリアデザイン協会）
社団法人日本建材・住宅設備産業協会 アーバンランドインスティチュート
ジャパン（ULIジャパン）
NPO法人渋谷・青山景観整備機構（SALF） 青山芸術祭2006
NPO法人代官山ステキ総合研究所 デザインタイド実行委員会
ディスプレイ＆サインLED照明普及協会
社団法人商業施設技術・団体連合会
東京ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾅｰ協議会
オン・デマンドソリューションネットワーク化推進協議会
オン・デマンドリテイルソリューション協議会
ビジネスデザイン開発機構
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TOKYO URBAN LIFE2007各種催事連携イメージ
2007年11月の2週間にわたって開催 2007年11月3日（土）～11月16日（金）を想定

●開催エリアは10ヶ所を予定 （六本木 青山 銀座 日本橋 新宿 大手町 代官山 渋谷 恵比寿 中目黒）

2～3ヶ所（ショーケース展示）

六本木エリア

青山エリア

その他

他団体主催の
ｲﾍﾞﾝﾄと連動

主催者側
セミナー／
フォーラム

ﾒｲﾝｲﾍﾞﾝﾄ展
示及び交流
ﾊﾟｰﾃｨ

協賛企業の各
ショールームでの
独自企画

各エリアのｲﾝﾃﾘｱ関連小売
店・飲食店・サービス店

30～40件

新製品発表／商談会 etc.

＋

＋

＋ ＋

〜
〜

〜

セミナー

フォーラム

ワークショップ

〜
･ﾃﾞｻﾞｲﾅｰｽﾞweek

・JAPANTEX

〜
※TOKYO URBAN LIFE2006は
青山・ｽﾊﾟｲﾗﾙがメイン会場

※TOKYO URBAN LIFE2006
での開催数は30件

情報の駅（blog） ／ タウンコムニット（SNS）

１０の開催エリア

TOKYO URBAN LIFE2007の各種催事イメージ

×

●テーマ：アーバンライフ 新・暮らし方 サブテーマ ： エコ全般／和の再発見／ゆとり
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ライフスタイルを重視した提案型イベント（フェスティバル）が望まれています

社会のニーズ

それを推進するイベントが､

TOKYO URBAN LIFE 2007

という都市のフェスティバル

＜イベントの開催＞

住まい方／暮らし方の多様な
提案と交流でマーケット形成及
び拡大を目指す

生活者

クリエータ 企業

×
3者が交流する場

イベントのコンセプト

新需要の創出の

チャンス

アーバンライフ
の充実を願う

かしこい生活者
の増加

＜ライフスタイルを重視した提案型イベント（フェスティバル）が望まれています＞

今日の情報社会では､製品情報が氾濫しています。例えば､ネット検索での情報､そしてショールームや店舗での
新製品の陳列など・・・・・・住まい空間はライフスタイルに沿って組み合せての提案が前提にも関わらず､従来通り
のままに各社が各様に自社製品の良さをアピールしているにすぎません。

生活者（使い手）の立場で､個々のライフスタイルにもとづいての提案こそが今企業に望まれているのです。
産業界は使い手の立場でライフスタイル重視の製品提案を！という発想の転換をすべき時です。

従来の産業主体のあり方から３者が一体となって生活者の暮らし方をよりよくするための生活者主体のイベント
（フェスティバル）が必要です。

住まいを中心にライフスタイル・アソート

TOKYO URBAN LIFE2007がそれです！




